経営管理実施権の配分に係る企画提案書類作成要領

1　書類作成の概要
　「経営管理実施権の設定を受ける民間事業者選定要領」別紙に掲げる森林に経営管理実施権の設定を受けることを希望する民間事業者は、同要領に定めるスケジュールにより、この要領に基づき、必要書類を提出してください。

２　提出書類
　次の書類を取りまとめのうえ、正本１部・副本４部(副本はコピー可)を、事前連絡のうえ持参提出してください。
　なお、書類作成に伴う費用は申請者が負担するものとします。
（１）企画提案書(様式第１号)
（２）添付書類
ア　企画提案書の見積書に関する根拠資料
イ　森林経営管理法第３６条第１項の規定による公募に応募した資料の写し
ウ　企画提案の対象となる森林の位置図。ただし、企画提案の対象となる森林と一体的に経営管理を行う企画提案の対象外森林がある場合は、そのすべての森林の位置図とし、企画提案の対象森林と対象外森林を区別できるように表示してください。位置図は5000分の1地形図上で表示し、shp形式の電子ファイルを提出してください。

３　留意事項
（１）経営管理実施権の設定にかかる諸条件は、該当する経営管理権集積計画及び別添「森林経営管理基準」のとおりです。
（２）経営管理の企画をし、２の書類を提出するまでに、経営管理に基づく事業の内容を森林所有者に説明してください。
（３）経営管理実施権の存続期間は、次のとおりとします。
ア　経営管理の内容に主伐が含まれる場合
　立木を伐採後、植林を実施した年から２０年間。
イ　経営管理の内容に、間伐による素材生産が含まれる場合
　５年間


様式１
年　　月　　日

美馬市長　殿

住　　　　所：○○○○　　
商号又は名称：○○○○　　
代表者 氏 名：○○○○　　


　経営管理実施権の設定を希望するため、次のとおり提案します。


１　経営管理実施権設定候補森林
　企画提案書別記１のとおり。

２　希望する経営管理実施権の存続期間
〔留意事項〕
　主伐を伴う施業を実施する場合、存続期間は、立木を伐採後、植林を実施した年から２０年間とすること。
　間伐による素材生産を実施する場合、存続期間は５年以内とすること。

３　実施する経営管理の内容
〔記載例１〕
　森林作業道を開設し、間伐による素材生産を実施する。
〔記載例２〕
　森林作業道を開設し、皆伐による素材生産を実施する。
　伐採後は、獣害対策をした上で人工造林を実施し、下刈り、除伐も実施することで、更新を図る。

４　提案内容
　提案内容は、企画提案書別記２のとおり。
　提案内容の基礎となる見積書は、企画提案書別記３のとおり。

５　この提案にかかる誓約事項
（１）この提案の内容を、事前に森林所有者に説明しました。
（２）この提案にかかる経営管理を実施することになれば、該当する経営管理権集積計画及び森林経営管理基準の定めを守ります。

６　その他


企画提案書別記１
	森林
番号
	集積計画書
整理番号
	森林所有者名
	所在・地番
	面積
(ha)
	森林所有者への
事前説明の有無
	備考

	１
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	

	１０
	
	
	
	
	
	

	１１
	
	
	
	
	
	

	１２
	
	
	
	
	
	

	１３
	
	
	
	
	
	

	１４
	
	
	
	
	
	

	１５
	
	
	
	
	
	

	１６
	
	
	
	
	
	





企画提案書別記２
企画提案書

	記載事項
	記載内容
	評価点

	森林所有者に
支払う金額
	
	（25点満点）

	木材販売収益の
安定・向上
	
	（10点満点）

	森林経営計画の
策定予定の有無
	
	（10点満点）

	経営管理の
着実な実施
	実施体制
	
	（10点満点）

	
	実績
	
	（10点満点）

	地域への
貢献度
	事務所の
所在
	
	（ 5点満点）

	
	地元住民の
雇用
	
	（10点満点）

	技術的な提案
	○


○


○


○
	（20点満点）




企画提案書別記３

見　積　書

１．森林所有者の氏名又は名称
　〔留意事項〕
　　　氏名は、市に備え付けの林地台帳で調査すること

２．森林の所在等
　企画提案書別記１のとおり。

３．経営管理実施権配分計画の存続期間中に森林所有者に支払う金銭の額等の合計
（１）主　伐
	
	金額
	算定方法

	森林所有者に支払う
金銭
	
	（例：(1)の利益－更新費用）

	更新費用
	
	（例：(2)＋(3)＋(4)）



（２）間　伐
	
	金額
	算定方法

	森林所有者に支払う
金銭
	
	（例：実販売額－経費）



４．実施する経営管理等の見積もり（※必要に応じて対象森林毎に作成すること）
（１）主伐
ア　対象となる森林番号

　イ　収入
	
	見積額(円)
	見込み材積(㎥)
	単価(円/㎥)

	木材の販売収益
	
	
	



　ウ　費用
	
	見積額(円)
	備考

	伐採経費
	
	

	搬出経費
	
	

	販売経費
	
	

	（補助金）
	
	

	計
（補助金を差し引いた額）
	
	






（２）地拵え・植栽
ア　対象となる森林番号


イ　費用
	
	見積額(円)
	備考

	地拵え・植栽経費
	
	

	（補助金）
	
	

	計
（補助金を差し引いた額）
	
	

	
	
	





（３）下刈り（○回実施）
ア　対象となる森林番号


　　イ　費用
	
	見積額(円)
	備考

	下刈り経費
	
	

	（補助金）
	
	

	計
（補助金を差し引いた額）
	
	






（４）除伐（○回実施）
ア　対象となる森林番号


　　イ　費用
	
	見積額(円)
	備考

	除伐経費
	
	

	（補助金）
	
	

	計
（補助金を差し引いた額）
	
	









（５）間伐
ア　対象森林となる森林番号


　イ　収入
	
	見積額(円)
	見込み材積(㎥)
	単価(円/㎥)

	木材の販売収益
	
	
	



　ウ　費用
	
	見積額(円)
	備考

	伐採経費
	
	内訳


	搬出経費
	
	内訳


	販売経費
	
	内訳


	（補助金）
	
	内訳


	計
（補助金を差し引いた額）
	
	内訳




（備考）
１　森林所有者ごとに本見積書を作成すること。
２　各見積の積算根拠資料を添付すること。


